
  

 

 

 

 

 みんなで食べるとおいしいね 

                       園 長  立 石 晃 子 

 園庭に鯉のぼりが上がり、汐入の風を受けて元気に泳いでいます。登園すると、「元気に泳い

でいるね」と鯉のぼりの様子が親子の会話になっています。親子での登園だからこそ、親子で

同じものを見て思いを交わし合い共有できる素敵な時間があります。 

 ４月から荒川区立幼稚園で弁当給食の提供が始まりました。担任の先生が「たんぽぽぐみレ

ストランが始まりますよ」と声を掛けると、支度をすぐに済ませていた子供たちでした。先生

から弁当を配膳されると「うわあ」と感嘆の声があが

りました。降園時には親子で玄関に設置された展示食

を見て、「これとこれ、食べたよ」と嬉しそうに報告

する姿もありました。４月１７日からは保護者の方に

弁当参観の時間を設けました。「一口も食べられない

かも」と心配されていた保護者の方もいらっしゃいま

したが、日を追うごとに子供たちの様子に変化が見ら

れてきました。複数日参観にいらしていた保護者の方

が、「食育ですね。苦手なものも、友達が食べている

から、と一口食べているところが見られました。」と

おっしゃっていたように、友達の様子に刺激を受け、

食べられるものが増え、自信につながっています。 

 農林水産省によると、食育は、「生きる上での基本

であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの

と位置付けられるとともに、様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てるもの」としています。また内閣府

は、食育によって身に付けたい「食べる力」には、「食事を通じて『心と身体の健康を維持でき

ること』、『食事の重要性や楽しさを理解すること』、『食べ物を自分で選択し、食事づくりがで

きること』、『家族や仲間と一緒に食べる楽しみを味わうこと』、『食べ物の生産過程を知り、感

謝する気持ちを持つこと』などが含まれます。」としています。この弁当給食も食育の場の一つ

として、幼児が「食べる力」を学び、身に着けられる時間として大切にしていきます。 
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楽しいこといっぱい！子どもたちの園生活 

＜3 歳もも組＞   

 「せんせい！一緒にあそぼう！！」「せんせい！見て見て！！」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
＜4 歳たんぽぽ組＞ 

 いろいろな遊びが広がって、楽しさいっぱい！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜5 歳ばら組＞ 

伝わるってうれしいね。みんなで考えや発見を伝え合っていこう！ 

 幼稚園生活が始まって１ヶ月が経ち、初めは涙を見せる子や少し緊張している子もいましたが、

少しずつ楽しいことを見つけ始めました。教師のもとにままごとで作ったご飯を持ってきて、声

を掛けてくれたり、クレヨンで「チューリップ描いたよ。」とぬりえを見せてくれたり、砂場遊び

では「一緒に遊ぼう！」「お団子作ったよ！」と誘ってきたり…教師に親しみを感じながら、幼稚

園が安心して過ごせる場所になってきているようです。 
 みんなで一緒にする手遊びやリズム遊びも楽しそうに参加し、教師のまねをして一緒に行って

います。新しい歌や踊りもすぐに覚えて笑顔いっぱいで踊る姿や、覚えた歌を口ずさむ姿が増え、

毎日嬉しいことの連続なようです。 
 ５月からいよいよ弁当給食も始まります。ますます幼稚園の楽しみが増えるよう、天気の良い

日には園庭でたくさん遊び、新しい歌やリズム遊びを楽しみながら過ごしていきます。 

たんぽぽ組になって 3 週間が過ぎ、子供たちは新しく遊べるようになった中型積み木や、製作

コーナーの色々な素材に「なんでこれ使えるの？」「えー！大きくなったからー？？」と喜び、「そ

っち持ってー！」と長い積み木を一緒に運ぶ相手を呼んだり、作った場を友達と共有したりしな

がら遊んでいます。おうちごっこも料理やパーティーはもちろん、家作りも楽しみ、家を行き来

したり、バッグにいろんなものを詰めて廊下に散歩に出かけたり、時には学級みんなの遊びにな

ることもあり、遊びの広がりを楽しんでいます。 
５月は春から初夏のいい季節！葉や花、虫などたくさんの自然と触れ合いながら、色々なこと

へ興味を広げていかれたらと思っています。泥んこになったり、色水を作ったり、キラキラのお

日様の下で、友達や先生と思い切り楽しんでいきます。 

 進級して１か月。昨年度のばら組から引き継いだ係の仕事を丁寧に行おうとする姿や、もも組

の手伝いをしたり園庭を案内したりして、優しく相手に合わせて関わろうとする姿には「ばら組

になったんだ！」という気持ちが感じられます。学級では友達と誘い合って遊びを楽しんだり、

学級活動を楽しみに参加したりして笑顔があふれる一方で、互いの思いがぶつかることも度々あ

ります。助け鬼では、困ったことを話し合い新しいルールを加えたことで遊びがさらに楽しくな

りました。グループの友達と作ったこいのぼりは、どんな色やデザインがよいかそれぞれの思い

を出し合い葛藤しながら作り上げた、みんなの思いが詰まった大作です！自分の思いを出し合え

る関係を大切にしながら、言葉での伝え方や互いの思いを考え、解決策を一緒に考えていきます。

みんなの思いや考えを出し合って、たくさんの素敵なもの・ことを作り出していきます。 
初夏を思わせる陽気になりました。夏野菜の栽培や発見、戸外での遊びも楽しんでいきます。 


